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気球実験は、新技術によるフロンティアの開拓や新技術の成熟度の確立などに大きな役割を果たしてきた。天
体観測用気球実験を計画する場合、観測対象に指向するための姿勢制御システムが必要となり、SUMIT、VLBI、
FITEなどの実験では独自に国内の大学等が開発経験者を結集し、ヘリテージの活用を行ってきた。しかし、気
球フライト中のデータの蓄積が限定的であるとともに、NASA WASPのような高度な姿勢制御を容易に実現でき
ないのが現状である。我々は、気球搭載型硬 X 線望遠鏡による天体観測を計画しており、これに必要な X 線望
遠鏡等の大型・長尺の構造物の姿勢を制御する小型・軽量・低消費電力・高精度で汎用性の高い姿勢制御システ
ムの実現を目指している。同システムは硬 X 線観測に限らず、次世代の天文観測計画を含む大気球実験の多くの
ユーザーからのニーズがあると考えている。
本研究では、一足飛びに大型・長尺のフルスケール実験に挑むのではなく、段階的にステップアップを図るた

めフルスケールの試験に先立つスケールモデルの性能実証試験を実施計画する。具体的には、PIVOTによる粗
いゴンドラ姿勢制御に加え、長さ 2 mの光学架台を 2軸のジンバル構造で制御し秒角の精度で指向させる実験に
挑む。また、本研究で得られる重力や温度の影響による光学ベンチの歪みの測定データは、将来の長尺望遠鏡シ
ステムの歪みを測定・補正する技術や気球に搭載する構造体の設計・開発にとって貴重なものとなる。本講演で
は、我々が進めている気球実験計画について紹介するとともに、開発の現状について報告する。


